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研究成果の概要 

前年度の成果を受けて、検証可能なデータエコシステムを実現するための基礎理論および要素

技術の研究開発を行なった。具体的には、以下の項目について研究を実施した。   

1. メタデータマネージャの要素技術として、1) Apache Spark を用いた並列分散プロパティグラフ

処理手法の開発、2）検証可能な分散プロパティグラフストアに関する研究開発を行うとともに、

スマート農業に関する実証についてデータセットの検討を進めた。 

2. 高性能データリネージュのためのプロパティグラフに基づくスキーマについて検討を行った。

訓練と推論の二面性を持つ機械学習モデルを容易に扱えるよう、プロパティグラフを利用した

データリネージュのスキーマを提案した。さらに大規模データリネージュへのデータ操作を効

率的に行うための GPU を利用した高速化の研究も併せて実施した。 

3. 企業間データ連携を前提とする検証可能なデータ共有プラットフォームとして、ブロックチェー

ンベースのモデルを検討し、Hyperledger Irohaを具体的な実装ターゲットとして評価を行った。 

4. 品質を保証する近似的データベース問合せ処理、データストリーム処理における品質を考慮

した近似処理に関する研究、近似的な最近傍問合せ処理の高速化、データベースにおける

因果推論問合せ手法の開発に関する研究開発を行なった。 

5. データベース修復・シミュレーションコア技術として、アプリケーションロジックとデータベース挙

動との橋渡しを実現した統合的な What-if 分析フレームワーク Ultraverse,大規模言語モデル

（LLM）を用いた個人移動生成のための新たな移動軌跡データシミュレーション手法、LLM を

用いたデータ前処理（エラー修復，欠損値補完,データ統合）の高性能化、プライバシー保護

型データ生成と価格評価等について研究開発を行なった。 

6. ヒューマンインザループによる開世界データ信頼性向上技術として、ヒューマン・イン・ザ・ルー

プ型のデータコンテンツと構造の有益性を検証するフレームワーク、ドメイン公理に基づくエン

ティティマッチングに関するアクティブラーニングのためのサンプリング手法の実証実験、ヒュー

マンコンピュテーションのためのデータ検証支援等について研究開発を行なった。 
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